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新

島

学

園

高

等

学

校

所

蔵

「「「「

新

島

八

重

子

夫

人

新

島

八

重

子

夫

人

新

島

八

重

子

夫

人

新

島

八

重

子

夫

人

よ

り

よ

り

よ

り

よ

り

安

中

教

会

安

中

教

会

安

中

教

会

安

中

教

会

のののの

四

女

性

宛

四

女

性

宛

四

女

性

宛

四

女

性

宛

のののの

書

状

書

状

書

状

書

状

」」」」

二

期

生

淡

路

博

和

▼

［

一

］

は

じ

め

に

今

年

の

六

月

に

、

Ｎ

Ｈ

Ｋ

が

平

成

二

十

五

年

の

大

河

ド

ラ

マ

に

、

新

島

襄

先

生

の

夫

人

新

島

八

重

子

さ

ん

の

生

涯

を

描

く

「

八

重

の

桜

」

を

製

作

す

る

と

発

表

し

て

以

来

、

安

中

で

も

八

重

子

夫

人

の

こ

と

が

し

ば

し

ば

話

題

に

な

っ

て

お

り

ま

す

。

今

回

紹

介

致

し

ま

す

標

題

の

書

状

は

、

松

井

田

町

在

住

の

十

一

期

生

小

板

橋

治

徳

君

（

私

た

ち

調

査

グ

ル

ー

プ

の

仲

間

）

が

、

か

つ

て

学

園

に

寄

贈

さ

れ

た

も

の

で

あ

り

ま

す

。

そ

の

時

点

で

既

に

封

筒

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

数

人

の

手

を

経

て

、

最

後

に

小

板

橋

家

に

伝

わ

っ

た

も

の

と

思

わ

れ

、

そ

の

間

に

封

筒

は

失

わ

れ

て

し

ま

っ

た

の

で

し

ょ

う

。

そ

れ

は

年

代

考

証

と

い

う

点

か

ら

考

え

る

と

残

念

な

こ

と

で

す

が

、

今

と

な

っ

て

は

致

し

方

の

な

い

こ

と

で

あ

り

ま

す

。

八

重

子

夫

人

の

話

題

が

出

る

よ

う

に

な

っ

た

折

り

で

も

あ

り

、

彼

女

の

書

状

を

紹

介

し

て

み

ま

す

。

草

書

体

で

書

か

れ

て

い

る

う

え

、

当

時

の

文

章

独

特

の

読

み

方

が

あ

り

ま

す

の

で

、

難

読

文

字

に

は

読

み

仮

名

を

付

け

ま

し

た

。

［

二

］

書

状

の

写

真

と

そ

の

解

読

文

１

拝

敬

今

ニ

寒

氣

ニ

御

座

候

處

、

神

恩

之

ご

ざ
そ
う
ろ
う

の

下

ニ

御

皆

々

様

方

御

揃

御

機

嫌

よ

く

い

ら

せ

ら

れ

候

半

、

萬

々

御

目

出

度

そ
う
ら
わ
ん

ば
ん
ば
ん
お
め
で
た
く

御

祝

申

上

奉

候

。

扨

と

も
う
し
あ
げ
た
て
ま
つ
り

さ
て

や

先

達

而

、

亡

夫

之

紀

念

せ
ん
だ
っ
て

の

會

御

地

ニ

て

御

も

よ

ふ

し

被

下

難

有

、

其

折

ニ

ハ

く
だ
さ
れ
あ
り
が
た
く

小

妹

も

御

恵

ニ

よ

り

御

地

ニ

お
め
ぐ
み

罷

出

、

御

皆

々

様

方

ニ

御

目

ニ

ま
か
り
い
で

掛

、

誠

ニ

々

々

嬉

敷

、

殊

ニ

か
か
り

う
れ
し
く

御

皆

々

様

方

厚

き

御

も

て

な

し

ニ

預

り

、

何

と

も

御

禮

ハ

筆

紙

ニ

難

尽

、

又

愛

つ
く
し
が
た
く

あ
い

姉

方

よ

り

存

よ

ら

ず

澤

し

ぞ
ん
じ

山

之

御

恵

、

何

時

ま

で

も

わ

す

れ

が

た

き

事

ニ

御

座

候

。

実

ハ

小

妹

之

羽

織

ぼ

ろ

ぼ

ろ

ニ

相

成

、

幸

之

事

故

御

皆

々

あ
い
な
り

さ
い
わ
い
の
こ
と
ゆ
え

様

方

之

御

恵

ニ

て

反

物

ヲ

求

、

早

速

仕

立

申

候

而

、

実

ニ

嬉

敷

、

御

禮

ハ

何

と

も

申

上

様

も

無

な
き

次

第

ニ

御

座

候

。

二

月

十

一

日

ニ

帰

京

致

、

所

々

よ

り

書

状

い
た
し

弐

百

通

余

参

り

居

、

十

二

月

お
り

初

よ

り

岡

山

ニ

参

り

、

一

月

十

六

日

ニ

帰

宅

、

夫

よ

り

紀

年

會

之



- 2 -

２

為

、

非

常

ニ

多

忙

、

廿

九

日

よ

り

た
め御

地

方

ニ

参

り

、

長

々

之

間

不

在

が

ち

ニ

而

種

々

成

用

な
る

事

重

居

、

段

々

と

方

付

か
さ
な
り
お
り

か
た
づ
け

致

居

内

、

風

邪

ニ

か

か

り

い
た
し
お
る
う
ち

當

一

日

ニ

よ

ふ

よ

ふ

床

ヲ

は

な

れ

、

二

日

よ

り

下

女

親

病

気

之

為

、

国

元

ニ

帰

り

、

只

今

ハ

下

女

の
た
め

無

ニ

て

、

殊

ニ

五

日

よ

り

昨

日

迄

な
し毎

日

之

降

雪

、

寒

氣

も

き

び

敷

、

萬

事

一

人

ニ

而

し
く

暮

し

居

申

候

故

、

多

用

ゆ
え

ニ

而

、

存

つ

づ

け

居

な

が

ら

ぞ
ん
じ

本

日

ま

で

御

皆

々

様

ニ

御

申

訳

も

無

、

御

無

沙

汰

ニ

打

過

、

な
く

廣

き

御

こ

こ

ろ

も

て

御

ゆ

る

し

被

下

度

願

上

奉

候

。

く
だ
さ
れ
た
く

た
て
ま
つ
り

此

度

写

真

差

上

申

候

間

、

御

笑

納

被

下

度

、

延

引

な

が

ら

く
だ
さ
け
た
く

御

禮

御

皆

々

様

厚

く

申

上

候

。

も
う
し
あ
げ
そ
う
ろ
う

先

ハ

あ

ら

あ

ら

申

上

奉

る

。

ま
ず

も
う
し
あ
げ
た
て
ま
つ

可

祝

か
し
く

三

月

十

四

日

新

島

八

重

拝

半

田

多

可

子

様

た

か

こ

中

村

梅

子

様

根

岸

古

う

子

様

こ

湯

浅

と

美

子

様

▼

［

三

］

書

状

全

文

の

意

訳

拝

敬

今

な

お

寒

氣

で

御

座

い

ま

す

が

、

神

恩

の

も

と

御

皆

々

様

方

、

御

揃

い

で

御

機

嫌

よ

く

い

ら

せ

ら

れ

万

々

御

目

出

た

く

御

祝

い

申

し

上

げ

ま

す

。

さ

て

先

達

て

は

、

亡

き

夫

の

紀

年

会

を

御

地

（

安

中

）

に

て

催

し

く

だ

さ

れ

有

難

う

御

座

い

ま

し

た

。

そ

の

折

に

は

私

も

、

お

恵

に

よ

り

御

地

に

出

向

き

、

御

皆

々

様

方

に

お

目

に

か

か

り

、

誠

に

誠

に

嬉

し

く

、

殊

に

御

皆

々

様

方

の

厚

き

お

も

て

な

し

に

預

り

、

何

と

申

し

て

よ

い

や

ら

、

御

礼

は

筆

紙

に

は

尽

く

し

が

た

く

、

そ

の

う

え

愛

姉

方

よ

り

思

い

も

よ

ら

ず

、

沢

山

の

御

恵

み

を

戴

き

、

い

つ

ま

で

も

忘

れ

が

た

い

こ

と

で

御

座

い

ま

す

。

実

は

私

の

羽

織

は

、

ぼ

ろ

ぼ

ろ

に

な

っ

て

し

ま

い

、

幸

い

な

こ

と

に

御

皆

々

様

方

の

御

恵

み

に

よ

っ

て

反

物

を

求

め

、

早

速

仕

立

て

ま

し

た

。

実

に

嬉

し

く

、

御

礼

は

な

ん

と

も

申

し

上

げ

よ

う

も

な

い

次

第

で

す

。

私

は

二

月

十

一

日

に

帰

京

致

し

、

所

々

よ

り

書

状

が

二

百

通

余

も

参

っ

て

お

り

ま

し

た

。

十

二

月

初

よ

り

岡

山

へ

参

り

、

一

月

十

六

日

に

帰

宅

し

、

そ

れ

よ

り

紀

年

会

の

た

め

に

非

常

に

多

忙

で

し

た

。

廿

九

日

か

ら

は

御

地

方

（

安

中

）

へ

参

り

、

長

い

間

不

在

が

ち

で

し

た

の

で

種

々

の

用

事

が

重

な

り

、

段

々

と

片

付

け

て

い

る

中

に

、

風

邪

に

か

か

り

、

一

日

に

な

っ

て

漸

く

床

を

離

れ

、

二

日

よ

り

家

政

婦

が

親

の

病

気

の

た

め

国

元

へ

帰

り

、

只

今

は

家

政

婦

な

し

に

暮

ら

し

て

お

り

ま

す

。

殊

に

五

日

よ

り

昨

日

ま

で

毎

日

の

降

雪

、

寒

氣

も

厳

し

く

、

万

事

一

人

で

暮

し

て

居

り

ま

す

の

で

、

多

用

の

た

め

、

思
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い

な

が

ら

も

、

本

日

ま

で

御

皆

々

様

に

は

申

し

訳

な

く

、

御

無

沙

汰

に

打

ち

過

ぎ

て

し

ま

い

ま

し

た

。

ど

う

ぞ

広

き

御

心

を

も

っ

て

お

許

し

く

だ

さ

い

ま

す

よ

う

に

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

こ

の

度

は

写

真

を

差

し

上

げ

ま

し

た

の

で

、

御

笑

納

く

だ

さ

い

。

延

引

な

が

ら

御

礼

を

御

皆

々

様

へ

厚

く

申

し

上

げ

ま

す

。

先

は

あ

ら

あ

ら

申

し

上

げ

奉

り

ま

す

。

三

月

十

四

日

か

し

く

新

島

八

重

拝

半

田

多

可

子

様

中

村

梅

子

様

根

岸

古

う

子

様

湯

浅

と

美

子

様

▼

［

四

］

登

載

人

物

五

人

の

略

歴

イ

、

新

島

八

重

夫

人

新

島

襄

先

生

の

奥

方

で

、

弘

化

二

年

十

一

月

三

日

一
八
四
五

会

津

で

生

ま

れ

、

昭

和

七

年

六

月

十

四

日

京

都

で

一
九
三
二

永

眠

、

八

十

六

歳

。

新

島

八

重

子

と

記

名

す

る

時

も

あ

り

ま

す

が

、

お

そ

ら

く

江

戸

時

代

は

八

重

で

、

明

治

に

な

っ

て

か

ら

八

重

子

と

記

名

し

た

と

思

わ

れ

ま

す

。

そ

れ

は

、

宛

名

の

四

人

の

女

性

た

ち

に

つ

い

て

も

同

様

だ

ろ

う

と

思

い

ま

す

。

ロ

、

半

田

多

可

子

様

原

市

の

半

田

宇

平

次

氏

の

長

女

、

天

保

十

四

年

十

二

月

十

四

日

生

れ

。

明

治

十

五

年

三

月

五

日

村

上

俊

吉

牧

師

よ

り

受

洗

。

原

市

赤

心

幼

稚

園

初

代

園

長

。

大

正

十

三

年

八

月

十

二

日

永

眠

八

十

歳

。

ハ

、

中

村

梅

子

様

明

治

十

五

年

三

月

五

日

村

上

俊

吉

牧

師

よ

り

受

洗

、

元

松

井

田

町

長

小

板

橋

助

四

郎

氏

の

姉

で

安

中

の

中

村

源

次

郎

氏

妻

。

大

正

十

年

十

月

十

四

日

永

眠

。

ニ

、

根

岸

古

う

子

様

こ

旧

姓

後

藤

で

、

安

中

藩

剣

術

師

範

根

岸

松

齢

の

三

男

で

あ

る

根

岸

橘

三

郎

氏

の

妻

、

明

治

四

十

年

三

月

十

日

柏

木

義

圓

牧

師

よ

り

受

洗

。

生

年

不

詳

ホ

、

湯

浅

と

美

子

様

明

治

十

年

七

月

二

九

日

、

中

野

谷

の

佐

俣

家

に

生

れ

、

明

治

二

十

九

年

に

有

田

屋

の

湯

浅

三

郎

氏

と

結

婚

。

明

治

三

一

年

十

一

月

二

七

日

ア

ル

ブ

ッ

ト

師

よ

り

受

洗

。

新

島

学

園

前

理

事

長

湯

浅

太

郎

氏

の

祖

母

、

昭

和

三

八

年

七

月

廿

日

永

眠

八

六

歳

。

参

考

資

料

「

安

中

教

会

受

洗

者

名

簿

」

「

湯

浅

と

み

」

な

ど

。

▼

［

五

］

書

状

の

書

か

れ

た

年

月

に

つ

い

て

宛

名

に

書

か

れ

て

い

る

女

性

た

ち

は

、

い

ず

れ

も

当

時

、

安

中

キ

リ

ス

ト

教

会

の

信

徒

や

求

道

者

た

ち

で

す

。

た

だ

問

題

は

こ

の

書

状

が

何

時

書

か

れ

た

も

の

な

の

か

、

と

い

う

こ

と

で

す

。

内

容

か

ら

み

る

と

、

「

亡

夫

之

紀

念

會

」

（

故

新

島

先

の

生

の

紀

年

会

）

が

「

御

地

」

（

安

中

）

で

催

さ

れ

、

神

の

お

恵

み

に

よ

り

八

重

子

夫

人

も

「

御

地

」

に

ま

か

り

こ

し

皆

様

に

お

目

に

か

か

り

、

大

変

嬉

し

か

っ

た

こ

と

。

ま

た

そ

の

節

に

は

「

愛

姉

」

（

教

会

の

婦

人

た

ち

）

か

ら

沢

山

の

お

恵

み

を

い

た

だ

き

、

帰

京

し

て

か

ら

、

そ

れ

を

も

と

に

反

物

を

買

い

、

羽

織

を

仕

立

て

た

こ

と

が

記

し

て

あ

り

ま

す

。

最

後

に

写

真

を

お

送

り

し

ま

し

た

の

で

ご

笑

納

く

だ

さ

い

と

書

か

れ

て

お

り

ま

す

。

そ

う

し

ま

す

と

、

八

重

子

女

史

が

安

中

に

来

ら

れ

た

こ

と

は

確

か

で

す

。

そ

れ

が

何

年

何

月

な

の

か

。

初

め

は

明

治

二

十

四

年

と

考

え

て

い

ま

し

た

が

、

湯

浅

登

美

子

氏

が

明

治

二

十

九

年

に

結

婚

し

て

湯

浅

姓

に

な

っ

た

こ

と

を

考

え

る

と

、

明

治

二

十

四

年

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

▼

新

島

八

重

子

夫

人

は

、

私

の

さ

さ

や

か

な

調

査

で

は

、

安

中

に

左

の

よ

う

に

四

回

来

ら

れ

て

お

り

ま

す

。

（

「

夢

故

園

花

」

第

二

号

参

照

）

第

一

回

目

明

治

十

五

年

七

月

第

二

回

目

明

治

二

十

一

年

八

月

第

三

回

目

明

治

四

十

三

年

一

月

第

四

回

目

大

正

十

年

八

月

明

治

二

十

一

年

で

な

け

れ

ば

、

第

三

回

目

の

ご

來

安

の

明

治

四

十

三

年

で

あ

ろ

う

か

と

思

わ

れ

ま

す

。

そ

れ

に

四

人

の

女

性

の

年

齢

等

か

ら

考

え

て

み

て

も

、

明

治

四

十

三

年

の

こ

と

で

は

な

い

か

と

思

わ

れ

る

の

で

す

。

た

だ

、

今

後

の

研

究

・

調

査

が

進

め

ば

、

訂

正

さ

れ

る

可

能

性

も

あ

り

ま

す

。

こ

の

点

を

お

含

み

お

き

願

い

ま

す

。

ま

た

書

状

の

末

尾

に

、
「

写

真

を

差

し

上

げ

ま

し

た

」

と

あ

り

ま

す

が

、

こ

れ

が

ど

ん

な

写

真

で

あ

っ

た

の

か

、

今

後

の

調

査

に

期

待

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

以

上
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【

史

料

紹

介

二二二二

】

高

崎

市

田

島

桂

男

氏

所

蔵

「「「「

新

島

八

重

子

夫

人

新

島

八

重

子

夫

人

新

島

八

重

子

夫

人

新

島

八

重

子

夫

人

よ

り

よ

り

よ

り

よ

り

高

崎

高

崎

高

崎

高

崎

のののの

松

本

章

男

氏

宛

書

状

松

本

章

男

氏

宛

書

状

松

本

章

男

氏

宛

書

状

松

本

章

男

氏

宛

書

状

」」」」

あ
や
お

▼

［

一

］

封

筒

イ

、

宛

名

群

馬

縣

下

高

崎

町

大

字

宮

元

町

印

松

本

章

男

様

印

切

手

親

展

切

手

消

印

明

治

二

十

四

年

七

月

七

日

（

新

島

先

生

永

眠

の

翌

年

）

ロ

、

差

出

人

京

都

市

寺

町

通

り

丸

太

町

上

ル

十

三

番

戸

新

島

八

重

子

▼

［

二

］

書

状

の

写

真

と

そ

の

解

読

文

１

▼

上

の

書

状

の

解

読

文

（

改

行

は

写

真

と

同

じ

）

玉

章

難

有

拝

見

申

上

候

。

た
ま
づ
さ
あ
り
が
た
く

も
う
し
あ
げ
そ
う
ろ
う

先

以

而

御

機

嫌

よ

く

御

帰

着

ま
ず
も
っ
て

被

遊

候

由

、

大

慶

ニ

奉

存

候

。

あ
そ
ば
さ
れ
そ
う
ろ
う
よ
し

ぞ
ん
じ
た
て
ま
つ
り
そ
う
ろ
う

陳

ハ

御

在

校

中

ハ

何

時

も

の
ぶ
れ

失

礼

の

み

致

居

候

ニ

御

礼

い
た
し
お
り

ニ

而

痛

入

申

候

。

諸

君

方

御

帰

り

に
て

い
た
み
い
り

ニ

相

成

後

ハ

、

大

水

之

後

之

如

ニ

而

の

の
ご
と
く
に
て

誠

ニ

誠

ニ

一

入

淋

敷

相

成

申

候

。

ひ
と
し
お
さ
び
し
く

梅

澤

氏

時

々

御

出

被

下

、

又

若

く
だ
さ
り

松

氏

、

黒

瀬

氏

計

ニ

而

小

妹

に

て

之

心

中

者

秋

之

末

つ

か

た

は

の

之

次

第

也

。

三

上

氏

ハ

三

十

日

ニ

○

○

○

も

御

出

立

、

平

田

氏

ハ

一

日

朝

御

出

立

黒

瀬

氏

も

十

日

頃

よ

り

天

橋

立

ニ

御

出

ニ

相

成

申

候

由

、

左

す

れ

ハ

さ

若

松

氏

、

梅

澤

氏

計

、

小

妹

も

ば
か
り

早

く

何

れ

ニ

ハ

行

度

候

得

共

い
づ

ゆ
き
た
く
そ
う
ら
え
ど
も

あ

に

は

か

ら

ん

き

、

内

藤

氏

之

病

ニ

而

、

立

ニ

た

た

れ

ぬ

羽

ぬ

た
つ

け

鳥

、

雲

井

な

か

め

て

な

き

く
も
い

眺

泣

あ

か

す

、

是

も

う

き

世

の

き義

り

な

ら

ん

、

ま

つ

當

な

つ

は

理

夏

宅

之

に

か

へ

ニ

而

お

く

る

つ

も

り

二

階
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２

▼

上

の

書

状

の

解

読

文

ニ

御

座

候

。

是

ニ

引

替

、

諸

君

方

ハ

嘸

々

お

も

し

ろ

く

日

々

御

暮

し

被

遊

候

半

と

、

実

ニ

あ
そ
ば
さ
れ
そ
う
ら
わ
ん

御

う

ら

山

敷

そ

ん

し

上

奉

候

。

や
ま
し
く
ぞ

ん

じ
あ
げ
た
て
ま
つ
り

先

達

而

写

真

ハ

皆

々

様

誠

ニ

せ
ん
だ
っ
て

よ

く

出

来

申

候

。

深

井

兄

之

お

ら

さ

る

ハ

実

ニ

い

か

ん

千

萬

、

ざ

右

写

真

ハ

三

上

兄

ニ

託

し

置

申

候

間

、

同

兄

貴

地

ニ

御

出

之

折

ニ

御

持

参

ニ

相

成

可

申

候

。

小

妹

之

あ
い
な
り
も
う
す
べ
く

居

間

ニ

掛

置

申

候

間

、

諸

君

方

ニ

ハ

日

夜

拝

顔

致

居

候

得

共

、

い
た
し
お
り
そ
う
ら
え
ど
も

物

言

ス

ハ

写

真

、

両

三

年

之

内

ニ

ハ

も
の
い
わ
ず

皆

々

様

方

ニ

御

目

ニ

懸

度

も

の

ニ

か
か
り
た
き

御

座

候

。

其

内

ニ

ハ

お

し

け

さ

ん

げ

も

と

な

た

様

ニ

か

出

来

候

半

と

ど

そ
う
ら
わ
ん

相

願

申

候

。

當

夏

ハ

諸

君

方

ハ

何

れ

ニ

而

御

休

被

遊

候

哉

、

実

ニ

実

ニ

い
づ

お
や
す
み
あ
そ
ば
さ
れ
そ
う
ろ
う
や

御

う

ら

や

ま

敷

御

座

候

。

先

ハ

御

安

着

之

御

よ

ろ

こ

ひ

ま

て

喜

び

申

上

奉

候

。

あ

ら

あ

ら

不

一

（

こ

の

続

き

は

下

段

の

右

へ

）

３

七

月

五

日

新

島

八

重

子

松

本

章

男

大

兄

玉

下

尚

々

時

下

御

い

と

へ

被

遊

候

様

乍

憚

様

は
ば
か
り
さ
ま
な
が
ら

御

皆

々

様

ニ

よ

ろ

し

く

仰

上

被

下

度

お
う
せ
あ
げ
く
だ
さ
れ
た
く

深

井

兄

ニ

ハ

書

状

此

度

ハ

差

上

不

申

候

間

、

大

兄

よ

り

よ

ろ

し

く

御

伝

言

被

下

く
だ
さ
れ

度

願

上

奉

候

。

か

し

く

た
く

▼

［

三

］

書

状

全

文

の

意

訳

玉

章

（

御

手

紙

）

を

有

り

難

く

拝

見

い

た

し

ま

し

た
ま
づ
さ

た

。

先

ず

は

御

機

嫌

よ

く

御

帰

着

遊

ば

さ

れ

た

由

、

大

慶

に

存

じ

あ

げ

ま

す

。

陳

は

御

在

校

中

は

い

つ

も

失

礼

の

み

致

し

ま

し

た

の

に

、

御

礼

の

御

挨

拶

に

て

痛

み

入

り

ま

し

た

。
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諸

君

が

帰

省

さ

れ

た

後

は

、

あ

た

か

も

大

水

が

引

い

た

後

の

よ

う

に

静

か

に

な

り

、

誠

に

一

入

の

淋

し

さ

を

感

ひ
と
し
お

じ

て

お

り

ま

す

。

梅

澤

氏

は

時

々

御

出

く

だ

さ

い

ま

す

が

、

若

松

氏

や

黒

瀬

氏

ば

か

り

に

て

私

の

心

の

中

は

、

秋

の

末

つ

か

た

の

様

な

次

第

で

す

よ

。

三

上

氏

は

三

十

日

に

御

出

立

、

○

○

平

田

氏

は

一

日

朝

に

御

出

立

、

黒

瀬

氏

も

十

日

頃

よ

り

天

の

橋

立

に

行

か

れ

る

由

で

御

座

い

ま

す

か

ら

、

そ

う

す

れ

ば

、

こ

こ

は

若

松

氏

と

梅

澤

氏

だ

け

に

な

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

私

も

早

く

ど

こ

か

に

行

き

た

い

と

思

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

あ

に

は

か

ら

ん

や

、

内

藤

氏

の

病

に

て

、

立

つ

に

立

た

れ

ぬ

羽

抜

け

鳥

、

雲

井

眺

め

て

泣

き

あ

か

は

ぬ

く
も
い

す

、

是

も

浮

き

世

の

義

理

で

し

ょ

う

か

。

先

ず

今

年

の

夏

は

拙

宅

の

二

階

で

お

く

る

つ

も

り

で

御

座

い

ま

す

。

是

に

引

き

替

え

、

諸

君

は

さ

ぞ

さ

ぞ

面

白

く

日

々

を

お

暮

ら

し

遊

ば

さ

れ

る

の

だ

ろ

う

と

、

実

に

羨

ま

し

く

思

っ

て

お

り

ま

す

。

先

達

て

の

写

真

は

皆

々

様

誠

に

よ

く

写

っ

て

お

り

ま

す

ね

。

そ

の

中

に

深

井

兄

の

い

な

い

の

は

、

実

に

い

か

ん

千

万

。

こ

の

写

真

は

三

上

兄

に

託

し

て

置

き

ま

し

た

か

ら

、

同

兄

が

御

地

（

群

馬

）

に

お

出

で

の

折

に

は

御

持

参

な

さ

る

に

違

い

あ

り

ま

せ

ん

。

私

も

写

真

を

居

間

に

掛

け

て

お

り

ま

す

の

で

、

日

夜

諸

君

の

顔

を

拝

し

て

お

り

け

れ

ど

も

、

も

の

を

言

わ

な

い

の

が

写

真

、

両

三

年

の

内

に

は

皆

々

様

に

御

目

に

懸

か

り

た

い

も

の

で

御

座

い

ま

す

。

そ

の

内

に

は

、

お

し

げ

さ

ん

に

も

よ

い

方

が

出

来

る

だ

ろ

う

と

願

っ

て

い

ま

す

。

こ

の

夏

は

、

諸

君

は

何

処

に

て

御

休

み

遊

ば

さ

れ

る

の

や

ら

、

実

に

実

に

御

羨

ま

し

く

御

座

い

ま

す

。

先

は

御

安

着

の

御

喜

び

ま

て

、

あ

ら

あ

ら

申

し

上

げ

ま

し

た

。

七

月

五

日

不

一

新

島

八

重

子

松

本

章

男

大

兄

あ
や
お

玉

下

尚

々

時

下

御

厭

い

遊

ば

さ

れ

ま

す

よ

う

に

、

憚

り

様

な

が

ら

、

御

皆

々

様

に

よ

ろ

し

く

お

伝

え

く

だ

さ

い

。

深

井

兄

に

は

、

書

状

は

こ

の

度

は

差

し

上

げ

ま

せ

ん

の

で

。

大

兄

よ

り

よ

ろ

し

く

御

伝

言

く

だ

さ

い

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

か

し

く

（

註

・

深

井

兄

と

は

第

代

日

銀

総

裁

深

井

英

五

氏

）
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▼

［

四

］

書

状

中

の

人

物

に

つ

い

て

イ

、

新

島

八

重

子

氏

や

え

こ

新

島

襄

先

生

の

奥

方

で

す

。

安

中

と

の

関

係

に

つ

い

て

は

、

「

夢

故

園

花

」

第

二

号

を

ご

参

照

く

だ

さ

い

。

ロ

、

松

本

章

男

氏

と

二

枚

の

写

真

あ
や
お

こ

の

書

簡

の

所

蔵

者

で

あ

り

ま

す

田

島

桂

男

氏

の

お

か
つ
ら
お

話

し

に

よ

り

ま

す

と

、

松

本

章

男

氏

は

明

治

三

年

一

一
八
七
〇

二

月

に

西

群

馬

郡

高

崎

宿

（

現

高

崎

市

）

の

士

族

松

本

知

常

氏

の

長

男

と

し

て

お

生

ま

れ

に

な

り

、

高

崎

の

小

学

校

高

等

科

を

卒

業

後

、

同

志

社

英

学

校

に

入

学

。

田

島

氏

所

蔵

の

記

録

に

よ

る

と

、

明

治

二

十

四

年

六

月

二

一
八
九

一

十

五

日

挙

行

の

第

十

六

回

卒

業

式

で

、

同

志

社

普

通

科

を

二

十

歳

で

卒

業

し

て

お

り

ま

す

。

こ

の

時

の

卒

業

生

四

十

七

名

の

中

に

は

、

群

馬

県

出

身

者

と

し

て

深

井

英

五

・

井

上

恵

之

助

・

小

板

橋

京

三

郎

・

久

保

庭

幸

次

郎

・

三

上

真

吉

・

中

島

與

三

郎

・

横

山

一

作

の

七

氏

が

載

っ

て

お

り

ま

す

。

市

町

村

名

は

載

っ

て

お

り

ま

せ

ん

。

そ

の

後

、

章

男

氏

は

台

湾

に

渡

り

、

台

湾

総

督

府

に

勤

あ
や
お

務

、

明

治

三

十

八

、

九

年

頃

に

マ

ラ

リ

ア

に

感

染

し

、

一
九
〇
五

独

身

の

ま

ま

三

十

五

歳

位

で

亡

く

な

ら

れ

た

と

の

こ

と

で

す

。

お

墓

は

高

崎

の

恵

徳

寺

に

あ

り

ま

す

。

田

島

桂

男

氏

は

、

章

男

氏

が

官

服

に

立

派

な

帽

子

を

あ
や
お

被

り

、

正

装

し

た

写

真

を

見

た

こ

と

が

あ

り

、

そ

の

服

装

が

か

つ

て

物

置

に

あ

っ

た

と

の

こ

と

で

す

が

、

今

は

あ

り

ま

せ

ん

。

章

男

氏

と

田

島

家

の

祖

徳

之

助

氏

は

義

理

の

兄

弟

で

あ

っ

た

こ

と

か

ら

、

章

男

氏

の

僅

か

な

遺

品

が

田

島

家

に

残

さ

れ

た

も

の

と

思

わ

れ

ま

す

。

▼

ま

た

次

の

よ

う

な

二

枚

の

写

真

が

残

さ

れ

て

お

り

ま

す

が

、

私

は

こ

の

二

枚

の

写

真

こ

そ

、

先

ほ

ど

の

書

状

の

中

で

新

島

八

重

子

夫

人

が

「

三

上

氏

に

託

し

た

」

と

述

べ

ら

れ

て

い

る

写

真

に

間

違

い

な

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

ま

ず

一

枚

目

の

写

真

は

、

左

の

八

重

子

夫

人

お

一

人

の

写

真

で

す

。

二

枚

目

の

写

真

が

次

の

写

真

で

す

。



- 7 -

向

か

っ

て

一

番

右

の

椅

子

に

座

し

て

お

ら

れ

る

の

が

新

島

八

重

子

夫

人

で

す

。

他

の

五

人

の

学

生

に

つ

い

て

は

、

誰

が

誰

や

ら

わ

か

り

ま

せ

ん

。

し

か

し

こ

の

中

に

、

松

本

章

男

氏

が

お

ら

れ

る

こ

と

は

確

か

な

こ

と

で

す

。

あ
や
お

前

述

の

八

重

子

夫

人

の

書

状

に

名

前

が

載

っ

て

い

る

学

生

達

の

可

能

性

が

大

で

す

。

撮

影

は

京

都

寺

町

高

辻

の

堀

真

澄

写

真

館

で

す

。

同

志

社

大

学

の

本

井

康

博

教

授

も

初

見

と

の

こ

と

で

す

の

で

、

お

名

前

の

お

解

り

の

方

が

お

ら

れ

ま

し

た

ら

、

教

え

て

い

た

だ

け

れ

ば

幸

い

で

す

。

な

お

写

真

の

裏

に

は

、

八

重

子

夫

人

の

手

で

次

の

よ

う

に

墨

書

さ

れ

て

い

ま

す

。

裏

書

き

は

二

枚

の

写

真

と

も

同

文

で

す

。

▼

裏

書

き

。

日

付

は

明

治

二

十

四

年

六

月

と

あ

り

、

八

一
八
九
一

重

子

夫

人

が

章

男

氏

に

書

状

を

認

め

た

一

か

月

前

の

こ

と

明

治

二

十

四

年

六

月

で

す

。

お

そ

ら

く

夏

休

み

に

松

本

章

男

様

入

る

前

に

撮

っ

た

記

念

写

真

新

島

八

重

子

で

あ

る

こ

と

は

、

書

状

の

内

容

で

わ

か

り

ま

す

。

明

治

二

十

四

年

と

い

え

ば

、

新

島

先

生

が

神

奈

川

の

一
八
九

一

大

磯

で

亡

く

な

ら

れ

た

翌

年

に

あ

た

り

ま

す

。

永

眠

一

周

年

の

ご

法

事

を

済

ま

せ

た

八

重

子

夫

人

は

、

な

お

一

層

の

淋

し

さ

の

中

に

あ

っ

て

、

学

生

達

の

こ

と

を

思

い

や

っ

た

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

▼

故

松

本

章

男

氏

に

つ

い

て

は

、

田

島

家

に

も

僅

か

な

あ
や
お

伝

承

し

か

な

く

、

余

り

に

不

明

な

点

が

多

す

ぎ

る

の

で

す

が

、

こ

の

二

枚

の

写

真

と

八

重

子

夫

人

の

書

状

だ

け

は

、

間

違

い

な

く

章

男

氏

の

存

在

証

明

と

し

て

、

今

日

に

ま

で

伝

え

ら

れ

て

来

た

貴

重

な

も

の

で

あ

り

ま

す

。

異

郷

の

台

湾

で

、

若

く

し

て

亡

く

な

ら

れ

た

章

男

氏

は

、

お

そ

ら

く

望

郷

の

思

い

に

か

ら

れ

な

が

ら

、

無

念

の

涙

を

流

さ

れ

た

こ

と

と

思

い

ま

す

。

し

か

し

な

が

ら

同

志

社

に

学

び

、

新

島

先

生

ご

夫

妻

を

知

り

、

聖

書

と

信

仰

を

学

ん

だ

章

男

氏

で

す

。

ほ

ん

の

万

分

の

一

に

も

足

り

ま

せ

ん

が

、

こ

こ

に

ご

紹

介

す

る

こ

と

が

で

き

、

良

か

っ

た

な

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。

田

島

桂

男

氏

に

は

色

々

と

ご

教

示

を

い

た

だ

き

、

厚

く

御

礼

を

申

し

上

げ

ま

す

。

以

上

新

島

学

園

収

蔵

史

料

調

査

整

理

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

メ

ン

バ

ー

淡

路

博

和

２

期

白

石

幸

晴

９

期

小

板

橋

治

徳

期

11

清

水

博

期

11

真

下

正

雄

期

15

二

〇

一

一

年

一

〇

月

十

三

日

（

木

）

調

査

整

理

開

始

以

来

ほ

ぼ

週

一

回

宛

調

査

こ

の

拙

文

に

つ

き

疑

問

や

補

正

が

あ

り

ま

し

た

ら

、

左

に

メ

ー

ル

を

い

た

だ

け

ま

し

た

ら

幸

い

で

す

。
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